
経皮ばく露による健康障害が懸念される産業化学物質の予測とそのばく露管理手法

に関する研究 

 

【研究概要】 

 皮膚から化学物質が取り込まれ健康障害が生じた事例の発生を契機に、産業化学物質の経皮

ばく露が注目を集めることになった。しかし、産業化学物質の皮膚吸収性等について、知見が不

足しており、その評価方法自体も確立されていない状況であった。これまでの我々の研究では、

産業化学物質の皮膚吸収性等について in vitroでの手法を確立すると共に、種々の被検物質の

皮膚吸収性等を検証することで、物質の皮膚吸収性・透過性・蓄積性を物質の物理化学的特性 

(特に、水オクタノール分配係数)により、ある程度予想できるであろうことを示してきた。 

 本研究では、産業化学物質の皮膚透過性評価方法の一般化を視野にいれた「分析方法・評価方

法の確立」、化学物質の経皮ばく露による健康障害の予防に向けた「経皮ばく露評価法確立後の

バイオモニタリング手法と指標の開発」「ハザードコミュニケーション情報の提供」といった経

皮ばく露により健康障害が懸念される物質に対するアラート等を含め、現場への応用をより強

く意識した広義の「ばく露管理」まで網羅することで、産業化学物質の経皮ばく露による健康障

害の予防に情報を資することを目的とする。 



 


